
大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 髙橋知史）は、桃山学院大学（大

阪府和泉市、学長 中野瑞彦）と共同出資し、「桃山学院大学・大阪シティ信金     

学生創業支援ファンド（通称）」を組成することで合意しました。これにより、

６月２６日に「桃山学院大学・大阪シティ成長創業支援有限責任事業組合」の    

契約書の調印式を行います。 

本ファンドは桃山学院大学で起業を目指す在学生および卒業生を後押しし、 

「学生起業家を創出し、大阪経済を発展させるベンチャー企業を支援する」こと

を目的として組成するもので、学校法人と信用金庫が共同出資し運営を行うファ

ンドは信用金庫業界では非常に珍しい取り組みです。今後、両者が相互に連携を

して運営に関与し、学生起業家が求める創業期の資金ニーズ、経営支援等に取り

組んでまいります。 

記 

１．日時 

令和５年６月２６日（月）１３：００～１３：３０ 

２．場所 

桃山学院大学 あべのキャンパス（ビジネスデザインラボ）４階 

（大阪市阿倍野区昭和町３－１－５７） 

３．出席予定者 

桃山学院大学    学 長 中野 瑞彦 

大阪シティ信用金庫 理事長 髙橋 知史 

４．次第 

   （１）開会 

   （２）出席者紹介 

   （３）契約書調印 

   （４）写真撮影 

   （５）あいさつ 

   （６）記者会見・質疑応答 

  （７）閉会 

＊ ファンドの概要については別紙参照願います。 
以 上 

 令和元年６月１２日 

「桃山学院大学・大阪シティ信金 学生創業支援ファンド」の組成 

に関する組合契約の調印式開催について 

令和５年６月２２日 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組み 

のうち、右記の目標に寄与するものです。 



『桃山学院大学・大阪シティ信金 学生創業支援ファンド』の概要 

大阪シティ信用金庫は、桃山学院大学と共同で『桃山学院大学・大阪シティ信金 学生創

業支援ファンド』を組成し、出資を行います。 

本ファンドは起業を目指す桃山学院大学の在校生、卒業生を後押しし、「学生起業家を創

出し、大阪経済を発展させるベンチャー企業を支援する」ことを目的としています。 

 

名称 
桃山学院大学・大阪シティ成長創業支援有限責任事業組合 

（通称：桃山学院大学・大阪シティ信金 学生創業支援ファンド） 

ファンド規模 1,０００万円 

組合員 
大阪シティ信用金庫 

学校法人 桃山学院 

ファンド 

存続期間 
令和１５年３月３１日まで （１０年間） 

投資対象に 

関する事項 

・桃山学院大学の在校生、卒業後３年以内の卒業生が起業 

した株式会社を対象とする。 

・原則として大阪シティ信用金庫の営業エリアの営業区域 

（主として大阪府内）に拠点を置いていること 

・成長分野や新たな事業の有力な担い手として成長しえると 

考えられる、もしくは新たなビジネスモデルの構築、新事業 

展開により成長･発展が考えられる企業 

●ファンドの運営について 

組合員である当金庫、桃山学院大学の両者が共同して本ファンドの日常運営・管理を 

分担して行います。投資候補企業の発掘については、桃山学院大学の起業部が窓口と 

なり、投資決定後の企業育成については、両組合員が相互に協力して取り組みます。 

 

●ファンドのスキーム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考資料） 

出資額 各５００万円

出資額：５００万円

桃山学院大学・大阪シティ信金
学生創業支援ファンド

（桃山学院大学・大阪シティ 成長創業支援有限責任事業組合）

組成金額：１，０００万円
存続期間：１０年
投資目的：桃山学院大学の在校生、卒業生を後
押しし、「学生起業家を創出し、大阪経済を発
展させるベンチャー企業を支援する」

桃山学院大学・大阪シティ信用金庫が投資の可否を協議の上、
投資対象の株式会社へ投資・経営支援を行う。

出 資 者

ファンド
組成出資額：５００万円

投資対象とする会社
①同大学の在学生が起業した株式会社
②同大学の卒業生が起業した株式会社

※投資先の決定は、
出資者である大学側、大阪シティ信用金庫の
双方の合意により決定します。
（片方の意向をもっての投資は行いません）


